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私
が
大
本
に
入
信
し
た
の
は
、
信
仰
三
世
の
夫
と
の
結
婚
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
夫

や
義
父
母
の
導
き
に
よ
り
、
信
仰
に
対
し
疑
問
や
不
安
を
抱
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
そ
ん
な
私
も
ご
縁
が
あ
り
、
現
在
は
東
北
教
区
で
の
直
心
会
連
合
会

常
任
委
員
を
拝
命
し
て
お
り
ま
す
。
信
徒
家
庭
に
育
っ
た
わ
け
で
も
な
し
、
信
仰
一

世
の
方
の
よ
う
に
教
義
を
熱
心
に
探
求
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
就
任
前
に
戸
惑
い
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
旦
お
引
き
受
け
し
た
以
上
は
全
力
で
と
、
日
々
お
役
に
ご
奉
仕

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
部
で
の
行
事
や
会
議
に
参
加
の
折
、
他
の
常
任
委
員
の
方
々
と
出
会
い
、
お
話

を
お
聞
き
す
る
事
は
、
た
く
さ
ん
の
気
づ
き
と
刺
激
を
い
た
だ
き
、
何
よ
り
あ
り
が

た
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
聞
き
し
た
こ
と
で
実
践
で
き
る
こ
と
は
、
早
速
活
動

に
取
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。
と
は
い
え
、
直
心
会
山
形
秋
田
連
合
会
も
高
齢
化
と
新

規
の
入
会
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い
う
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
解
決
策
は
ま
だ

ま
だ
模
索
中
で
す
。
現
在
は
当
連
合
会
の
活
動
を
停
滞
さ
せ
な
い
よ
う
、
他
の
役
員

さ
ん
と
相
談
し
、
参
加
し
て
楽
し
い
と
思
え
る
活
動
に
な
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
相
互
の
〝
和
合
〟
が
何
よ
り
も
大
切
だ
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

教
主
さ
ま
は
繰
り
返
し
〝
和
合
〟
と
お
示
し
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
和
合
し
て
い

く
上
で
は
、
お
互
い
が
尊
厳
を
尊
重
す
る
他
に
、
勝
手
に
お
互
い
の
領
域
に
立
ち
入

ら
な
い
こ
と
も
大
切
な
気
が
し
ま
す
。
そ
れ
は
茶
道
で
い
う

「
和わ

け

い敬
清せ

い
じ
ゃ
く

寂
」
に
通
ず

る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

朝
夕
拝
で
神
さ
ま
と
向
き
合
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
心
身
が
晴
れ
や
か
に
な
り
、

進
む
べ
き
方
向
が
見
え
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
み
教
え
を
深
く
学
ぶ
こ
と
も
も

ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
日
々
素
直
に
神
さ
ま
に
祈
る
こ
と
、
で
き
る
事
か
ら
ひ
と
つ

ず
つ
実
践
す
る
こ
と
も
、
信
仰
を
い
た
だ
く
上
で
は
何
よ
り
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

神
さ
ま
と
向
き
合
う
こ
と
は
、
人
と
向
き
合
う
こ
と
に
も
通
じ
、
自
分
自
身
と
向

き
合
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
気
が
し
ま
す
。〝
祈
り
〟
と
〝
和
合
〟
は
、
人
生
を
豊

か
に
生
き
る
こ
と
に
繋
が
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

お
互
い
を
大
切
に

直
心
会
東
北
教
区
連
合
会
常
任
委
員
　
駒 

形
　
智 

子



　

７
月
の
東
光
苑
月
次
祭
は
７
月
12

日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
椎

野
恭
三
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
、

２
１
０
人
が
参
拝
し
た
＝
写
真
①
。

　

祭
員
は
各
主
会
の
青
松
会
員
が
、
少

年
祭
員
は
小
谷
香
澄
さ
ん
、
伶
人
は

二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝

読
は
長
友
芳
之
神
奈
川
主
会
青
松
会

副
会
長
が
担
当
。
東
光
庵
で
は
、
添

釜
が
か
け
ら
れ
、
千
葉
主
会
が
担
当

し
た
＝
写
真
④
。

　

祭
典
後
、
ご
神
前
で
体
道
研
鑽
会
に

よ
る
親
英
体
道
の
演
舞
が
奉
納
さ
れ

た
＝
写
真
③
。
そ
の
後
、
少
年
祭
員

を
紹
介
。
続
い
て
、
橋
本
伸
作
東
京

宣
教
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
。
引

き
続
き
、『
宣
伝
使
会
発
足
１
０
０
周

年
「
宣
伝
使
・
信
徒
・
会
員
」
の
集

大本東京本部ホームページをご覧ください！大本東京本部ホームページをご覧ください！

　この世と霊界とは密接につながり、ご先祖
さまの安定は、私たち子孫の幸せと繁栄に直
結しています。大切なことは、〝まず大神さま、
次に祖霊さま〟というまつりの順序です。真
の救いをもたらす「神まつりと、みたままつり」
の本義をお伝えします。

責了　橋本　西山　堀

東
光
苑
葬
祭
研
修
会
を
開
催

　

東
光
苑
葬
祭
研
修
会
は
６
月
28
日
、

大
本
東
京
本
部
を
会
場
に
開
催
さ
れ
、

10
名
が
参
加
し
た
。

　

参
加
者
は
午
前
10
時
よ
り
、
２
階

講
座
室
で「
葬
儀
執
行
の
流
れ
」や「
斎

場
調
度
品
に
つ
い
て
」
の
講
座
を
受

講
。
引
き
続
き
、「
招
魂
式
」「
発
葬
式
」

　　講師：成尾　陽講師：成尾　陽（綾部祭祀センター・祭務部長）（綾部祭祀センター・祭務部長）

大本のみたままつりと神まつり大本のみたままつりと神まつり
９９月月2525日（金）日（金）19：00 〜19：00 〜
東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座

  

99
月    

東
光
苑
祭
典

・
行
事
予
定

1111
日
（
金
）

日
（
金
）      

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

　　

 	 	

世
界
平
和
祈
願
祭

世
界
平
和
祈
願
祭

1313
日
（
日
（
日日
）　
午
前

）　
午
前
1010
時時
3030
分
～
分
～

			


			


東
光
苑
月
次
祭
（
長
寿
感
謝
祭
・

東
光
苑
月
次
祭
（
長
寿
感
謝
祭
・

			


			


交
通
安
全
祈
願
祭
）
秋
季
合
同
慰
霊
祭

交
通
安
全
祈
願
祭
）
秋
季
合
同
慰
霊
祭

1919
日
（
土
）
～

日
（
土
）
～
2121
日
（
日
（
祝
・
月

祝
・
月
）　）　

		
  

		
  

東
光
苑
大
道
場
修
行

東
光
苑
大
道
場
修
行

2323
日
（
日
（
祝
・
水

祝
・
水
）　
午
前

）　
午
前
1010
時時
3030
分
～
　

分
～
　

		
  

		
  

三
代
教
主
毎
年
祭
（

三
代
教
主
毎
年
祭
（
3636
年
）
年
）

2525
日
（
金
）

日
（
金
）      

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

　　   	
   	

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

　
　
　

　
　
　

講
題
講
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大
本
の
み
た
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ま
つ
り
と
神
ま
つ
り

大
本
の
み
た
ま
ま
つ
り
と
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ま
つ
り
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（（
綾
部
祭
祀
セ
ン
タ
ー
・
祭
務
部
長
）

綾
部
祭
祀
セ
ン
タ
ー
・
祭
務
部
長
）

2626
日
（
土
）

日
（
土
）      

午
前
午
前
1111
時
〜
時
〜

　　				

報
恩
感
謝
の
集
い
（
天
地
の
ご
恩
と
食
作
法
）

報
恩
感
謝
の
集
い
（
天
地
の
ご
恩
と
食
作
法
）

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　　

い
』
が
開
催
さ
れ
、「
現
代
の
大
本
神

業
」
と
題
し
て
山
田
歌
総
務
部
長
が

講
話
を
行
っ
た
。
山
田
講
師
は
講
話

で
、
宣
伝
使
会
発
足
の
経
緯
を
解
説

し
た
他
、
現
在
の
聖
地
の
ご
神
業
や

奈
良
県
明
日
香
村
の
世
界
遺
産
登
録
、

道
院
と
大
本
の
繋
が
り
に
つ
い
て
触

れ
、「
日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
も
救

う
ご
用
に
、
皆
さ
ま
で
お
仕
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
」
と
語
っ
た

＝
写
真
②
。　

　

ま
た
、
１
階
ロ
ビ
ー
で
は
直
心
会

茨
城
連
合
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
と
農
事

組
合
法
人
大
本
が
収
穫
し
た
〝
チ
カ

ラ
野
菜
〟
の
販
売
が
、
３
階
ラ
ウ
ン

ジ
で
は
青
松
会
・
青
少
年
部
に
よ
る

味
噌
汁
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
た
＝
写
真

⑤
。

宣
伝
使
会
発
足
１
０
０
周
年

「
宣
伝
使
・
信
徒
・
会
員
」
の
集
い
を
開
催

私たちは、たくさんの命を頂いて生かされています。そこか私たちは、たくさんの命を頂いて生かされています。そこか
ら、自然と感謝の気持ちが芽生えてきます。その感謝の気持ら、自然と感謝の気持ちが芽生えてきます。その感謝の気持
ちを、〝かたち〟にしたものが食作法です。季節のものを味ちを、〝かたち〟にしたものが食作法です。季節のものを味
わいながら、感謝の気持ちを大切に、楽しく学んで、おいしわいながら、感謝の気持ちを大切に、楽しく学んで、おいし
く頂きましょう。く頂きましょう。

報 恩 感 謝 の集い
〜 天 地 の ご 恩 と 食 作 法 〜

  

日　時日　時　　９月 26 日（土）　９月 26 日（土）　午前 11 時受付～午後１時午前 11 時受付～午後１時　　
会　場会　場　　大本東京本部・東京宣教センター大本東京本部・東京宣教センター
内　容内　容　　講話：「報恩感謝について」、実習：食作法講話：「報恩感謝について」、実習：食作法
参加費参加費　　2,000 円2,000 円
定　員定　員　　15 人（定員に達し次第、締め切り）15 人（定員に達し次第、締め切り）
申　込申　込　　TEL  ： 03-3821-3701（担当・西山）TEL  ： 03-3821-3701（担当・西山）
　　　 　Mail：k-nishiyama@oomoto.or.jp　　　 　Mail：k-nishiyama@oomoto.or.jp

締　切締　切　　９月 19 日（土）９月 19 日（土）

東京宣教センター愛善宣教課【担当・西山】東京宣教センター愛善宣教課【担当・西山】

「
霊
璽
の
作
り

方
」「
麻
紐
の

こ
よ
り
方
」

を
そ
れ
ぞ
れ

実
習
し
、
大

本
の
葬
祭
に

関
す
る
学
び

を
深
め
た
。

①

②③

④⑤


